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社会保険労務士の先生向け「実務」セミナー

「働き方改革・人手不足」時代に有効な“肝”を教えます！！

労働者側の権利意識が高揚する一方“人手不足”が構造化した時代

労使間トラブルの
予防・解決の知識

http://smaedalaw-roudou.com/%e6%9c%aa%e5%88%86%e9%a1%9e/%e7%a4%be%e4%bc%9a%e4%bf%9d%e9%99%ba%e5%8a%b4%e5%8b%99%e5%a3%ab%e6%a7%98%e5%90%91%e3%81%91%e3%80%8c%e5%8a%b4%e4%bd%bf%e9%96%93%e3%83%88%e3%83%a9%e3%83%96%e3%83%ab%e3%81%ae%e4%ba%88%e9%98%b2%e8%a7%a3-2
http://smaedalaw-roudou.com/%e6%9c%aa%e5%88%86%e9%a1%9e/%e7%ac%ac2%e5%9b%9e%e3%80%80%e7%a4%be%e4%bc%9a%e4%bf%9d%e9%99%ba%e5%8a%b4%e5%8b%99%e5%a3%ab%e6%a7%98%e5%90%91%e3%81%91%e3%80%8c%e5%8a%b4%e4%bd%bf%e9%96%93%e3%83%88%e3%83%a9%e3%83%96%e3%83%ab%e3%81%ae
http://smaedalaw-roudou.com/%e6%9c%aa%e5%88%86%e9%a1%9e/第3回　社会保険労務士様向け「労使間トラブルの
http://smaedalaw-roudou.com/%e6%9c%aa%e5%88%86%e9%a1%9e/%e7%a4%be%e4%bc%9a%e7%a6%8f%e7%a5%89%e6%b3%95%e4%ba%ba%e3%81%ae%e7%b5%8c%e5%96%b6%e8%80%85%e9%99%90%e5%ae%9a%e3%82%bb%e3%83%9f%e3%83%8a%e3%83%bc%e3%82%92%e9%96%8b%e5%82%ac%e3%81%84%e3%81%9f%e3%81%97


本セミナーの目的

○労働者側の「権利意識」がますます高揚し，「働き方
改革」などの施策が進行する一方，“人手不足”が構
造化した時代。労使間トラブルの予防・解決の知識・
スキル・マインドを修得する。

○社労士と弁護士の連携・協働作業の実現する。

＊
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http://www.smaedalaw.com/column/pdf/60.pdf


まずは，これまでの“定番”の確認を

社長！ 労働法を知らないとこうなりますよ！

▼こんなにある！労働法関係のトラブル

1. 労働時間の管理を怠ったために残業代の支払命令が…

2. パワハラを放置して慰謝料・損害賠償金を負担する事態
に

3. セクハラ発言で訴えられて，約１７０万円の支払命令

4. 問題社員を解雇したら，損害賠償の支払命令？

（みらい総合法律事務所『社長が知らないとヤバい労働法』［２０１４年 あさ出版］より）
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先生の顧客に，一つでも当てはまりませんか？

現実の具体的なトラブル，紛争にはなっていなくとも……

 労働時間の管理がうまくできておらず，残業問題が
起きそうだ。

 解雇，雇止めをしたい職員がいる。

 勤務態度不良，能力不足の職員がいる。

 就業規則を作成してから１年以上が経過している。

 過去に労働紛争が起きたことがある。

 労働組合がある。

は じ め に
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背 景
⇒社労士業務範囲の拡大？！

○ 「無期転換ルール」、「働き方改革」の施策である「長時間労働の是
正」「同一労働同一賃金の実現」への対応・対策

○ 少子高齢化、仕事についての価値観の大きな変化が、数年前から
急激に構造的な「人手不足」時代を招いている。

○ 電通「過労自殺」事件，ヤマト運輸「サービス残業」事件１・２などで一
気に労務トラブルの現実が社会問題化し、政府が「働き方改革」を
推進する中で､労働者側の「権利意識」がますます高揚

○ 近時，レスリング金メダリストを巡るパワハラ告発騒動、財務省福田
事務次官辞任に至った女性記者セクハラ問題などで財務省、テレ
ビ朝日に集中した厳しい非難などの報道が呼び起こすであろうハラ
スメント問題への対処

○ ハマキョウレックス事件・長澤運輸事件の最高裁判決
○ なお，弁護士大幅増員の時代：労働者側弁護士vs.使用者側弁護士
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http://www.smaedalaw.com/column/pdf/57.pdf
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https://www.1101.com/yamato_ketsudan/
http://www.smaedalaw.com/column/pdf/65.pdf


最近の労働法制の動き
○ 無期転換ルール（平成２４年８月に改正労働契約法成立） 有期労働契約の新しいルール ・通達

「労働契約法改正のポイント」・「労働契約法改正のあらまし」・「労働契約法（全体）のあらまし」・「無期転換ルールハンドブック～無期転換ルールの円滑な運用のために～」・

「無期転換ポータルサイト」

○ 働き方改革関連法案

0. 第二次安倍政権（平成２４年１２月～）

① 「アベノミクス」

② 「一億総活躍社会」（平成２７年９月）

③ 「ニッポン一億総活躍プラン」（平成２８年６月）」

「アベノミクス第２ステージ」：新３本の矢

1. 「働き方改革実現会議」設置（平成２８年９月）

「働き方改革実行計画」（平成２９年３月）

① 長時間労働の是正

② 同一労働同一賃金の実現

③ ～⑨（略）

2. 法案要綱（平成29年9月）

3. 働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律案(平成30年4月6日提出) 概要

4. 成立 （平成30年6月29日成立） * * * 概要・ 「働き方改革」の実現に向けて

5. 再始動 ＊ ＊
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https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/keiyaku/kaisei/dl/leaf.pdf
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/keiyaku/kaisei/index.html
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/141128d.pdf
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/keiyaku/kaisei/dl/h240829-01.pdf
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/keiyaku/kaisei/pamphlet.html
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/keiyaku/kaisei/dl/leaf.pdf
http://muki.mhlw.go.jp/policy/handbook2018.pdf
http://muki.mhlw.go.jp/
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000177380.html
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/soumu/houritu/dl/196-31.pdf
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO32398980Z20C18A6MM0000/?nf=1
https://r.nikkei.com/article/DGKKZO32398980Z20C18A6MM0000?unlock=1&s=3
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO32427820Z20C18A6MM8000/
https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/koyou_kintou/hourei_seido/_120025.html
https://www.mhlw.go.jp/content/000332869.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000148322.html
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO33032920W8A710C1NN1000/
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO33032920W8A710C1NN1000/


推進するための関係法律の整備に関する法律（平成３０年法第７１号）の概要
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（出所：「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」が成立しました（平成30年７月６日公布））・『概要』［厚生労働省ＨＰ］）
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Ⅰ 働き方改革の総合的かつ継続的な推進（雇用対策法の改正）

（出所：「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」が成立しました（平成30年７月６日公布））・『概要』［厚生労働省ＨＰ］）



8

は じ め に

Ⅱ 長時間労働の是正，多様で柔軟な働き方の実現等

（出所：「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」が成立しました（平成30年７月６日公布））・『概要』［厚生労働省ＨＰ］）
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Ⅱ 長時間労働の是正，多様で柔軟な働き方の実現等

（出所：「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」が成立しました（平成30年７月６日公布））・『概要』［厚生労働省ＨＰ］）
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Ⅲ 雇用形態にかかわらない公正な待遇の確保
（パートタイム労働法，労働契約法，労働者派遣法の改正）

（出所：「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」が成立しました（平成30年７月６日公布））・『概要』［厚生労働省ＨＰ］）



○ 「限定正社員」
＊「広がる限定正社員 「無期転換ルール」の受け皿に

(日経電子版2018/6/22 10:30）

○ 「トヨタ流ホワイトカラーエグゼンプション」
＊「働き方改革さびつくルール（上）成果、働く時間で計れず次の成長、頭脳戦にあり」

(日経電子版2017/9/12付）

＊「トヨタ、裁量労働を実質拡大 一定の「残業代」保証」

(日経電子版2017/8/2 1:31）

＊
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https://www.nikkei.com/article/DGXMZO32054230R20C18A6000000/
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http://www.smaedalaw.com/column/pdf/62.pdf


ハマキョウレックス事件・長澤運輸事件
最高裁判決

○ハマキョウレックス事件
最高裁平成３０年６月１日第二小法廷判決

平成２８年（受）第２０９９号，第２１００号未払賃金等支払請求
事件

○長澤運輸事件
最高裁平成３０年６月１日第二小法廷判決

平成２９年（受）第４４２号地位確認等請求事件
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http://www.courts.go.jp/app/hanrei_jp/detail2?id=87784
http://www.courts.go.jp/app/hanrei_jp/detail2?id=87785


ハマキョウレックス事件・長澤運輸事件最高裁判決

【自学のポイント】
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旧・労働契約法

（期間の定めがあることによる不合理な労働条件の禁止）
第２０条

有期労働契約を締結している労働者の労働契約の内容で
ある労働条件が、期間の定めがあることにより同一の使用
者と期間の定めのない労働契約を締結している労働者の労
働契約の内容である労働条件と相違する場合においては、
当該労働条件の相違は、労働者の業務の内容及び当該業
務に伴う責任の程度（以下この条において「職務の内容」と
いう。）、当該職務の内容及び配置の変更の範囲その他の
事情を考慮して、不合理と認められるものであってはならな
い。

労働契約法のあらまし・＊
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https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/keiyaku/kaisei/dl/leaf.pdf
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旧・パートタイム労働法
（「短時間労働者の雇用管理の改善等に関する法律」）

（短時間労働者の待遇の原則）

第８条 事業主が、その雇用する短時間労働者の待遇を、当該事業所に雇用される通
常の労働者の待遇と相違するものとする場合においては、当該待遇の相違は、当該短
時間労働者及び通常の労働者の業務の内容及び当該業務に伴う責任の程度（以下
「職務の内容」という。）、当該職務の内容及び配置の変更の範囲その他の事情を考慮
して、不合理と認められるものであってはならない。

（通常の労働者と同視すべき短時間労働者に対する差別的取扱いの禁止）

第９条 事業主は、職務の内容が当該事業所に雇用される通常の労働者と同一の短時
間労働者（第１１条第１項において「職務内容同一短時間労働者」という。）であって、当
該事業所における慣行その他の事情からみて、当該事業主との雇用関係が終了する
までの全期間において、その職務の内容及び配置が当該通常の労働者の職務の内容
及び配置の変更の範囲と同一の範囲で変更されると見込まれるもの（次条及び同項に
おいて「通常の労働者と同視すべき短時間労働者」という。）については、短時間労働者
であることを理由として、賃金の決定、教育訓練の実施、福利厚生施設の利用その他
の待遇について、差別的取扱いをしてはならない。

パートタイム労働法のあらまし・＊
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http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintou/part/pamphlet/0000143940.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000061842.html


同一労働同一賃金ガイドライン案
平成２８年１２月２０日提出

○ 同一労働同一賃金ガイドライン案（平成28 年12 月20 日）
＊抽象的な表現の条文（旧契約法２０条）を具体的に補って理解・検討する上で，優れものの資料となります。

○ 同一労働同一賃金ガイドライン案（概要・Ｑ＆Ａ）

○ 同一労働同一賃金特集ページ
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（「同一労働同一賃金ガイドライン（案）」［パリテ社会保険労務士事務所『ワークライフバランスの森』］）

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11650000-Shokugyouanteikyokuhakenyukiroudoutaisakubu/0000190750.pdf
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000190591.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000144972.html


短時間労働者及び有期雇用労働者の雇用管理の
改善等に関する法律

（題名「短時間労働者の雇用管理の改善等に関する法律」の変更）

（不合理な待遇の禁止）

第８条 事業主は、その雇用する短時間・有期雇用労働者の基本
給、賞与その他の待遇のそれぞれについて、当該待遇に対応す
る通常の労働者の待遇との間において、当該短時間・有期雇用
労働者及び通常の労働者の業務の内容及び当該業務に伴う責
任の程度（者の業務の内容及び当該業務に伴う責任の程度（以
下「職務の内容」という。）、当該職務の内容及び配置の変更の範
囲その他の事情のうち、当該待遇の性質及び当該待遇を行う目
的に照らして適切と認められるものを考慮して、不合理と認めら
れる相違を設けてはならない。
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○ 世論＋国の主導⇒権利意識の高揚

○ 売上の増減にかかわらず，経費が増加
する。

○ ２０００年問題
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https://ja.wikipedia.org/wiki/2000%E5%B9%B4%E5%95%8F%E9%A1%8C


○売上の増減にかかわらず，経費が増加する。

○世論＋国の主導⇒権利意識の高揚

○ ２０００年問題
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労働者側弁護士

○ 労働者の権利意識を高めてきたインターネットによる情
報爆発は，この頃では，労働者を“たきつける”弁護士
のＨＰも急増しており，社員の権利意識の高まりに拍車
をかけそう

○ ネットで「残業代」や「未払い残業代」と検索してみると，
労働者側に向けた弁護士のＨＰがずらっと並びます。
残業代チェッカーを設置するサイトのほか，弁護士が
開発した残業の証拠確保と残業代推計のアプリとされ
る「残業証拠レコーダー」を無料提供するサイト，多くの
弁護士を紹介するサイトもある。

は じ め に
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経営者側弁護士

○最近では，弁護士の側からも，紛争化する前
の予防であるとか，訴訟外でのスピーディな解
決といったことが強調されるようになった。

○“弁護士大量増員時代”の到来が反映して，訴
訟外の解決が経験不足の隠蔽であったり，処
理のスピード化が，報酬の早期確保など事務
所運営の効率化のためとなれば，本末転倒

は じ め に
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使用者側の心構え

○ 企業法務においては，「トラブル」が「紛争」となる前に，ま
た，「問題」が「損害」となる前に，手早く早期に解決する
ことが最重要事項の一つ

○ しかし，「早期解決」も，現実逃避のために相手方と拙速

に妥協するのが実態であれば，かえって，将来に火種を
残し，円滑な企業経営を阻害する

○ 処理のスピード化が，弁護士側の技術不足の隠蔽であっ
たり，弁護士側の事務所運営の効率化のため（早期の報
酬を確保）の方策にすぎないこととなれば，本末転倒
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社労士の先生がお客さまに伝えるべきこと

○ トラブル・紛争の発端・契機となる「問題社員」をきちんと見つめ，早
期に解決すべきときは放置することなく迅速に対応し，徹底して争う
べきときは，拙速に安易な妥協することなく対応していかなければ
ならない。

○ できることとできないことをはっきり理解してもらうこと

○ 変容する大きな流れの中で，就業規則の制定・見直しはもちろんだ
が，長い目で法律制度の動きと組織内の問題社員の動きにアンテ
ナを張る必要があること。

○ 顕在，潜在にかかわらず，問題は，常に現実のものとして存在する。
何か不安めいたことがあったら，早い時期から案件の具体的な状
況を分析し，問題の核心を把握しなければならない。

経営者側が陥る根本的な４つの間違い

は じ め に
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極端な顧客の両極端

○ できないことをできるはずだと言って譲らず，その結
果実現を求め続ける顧客

○勝ちの保証を求め，それがなければ行動しようとしな
い顧客

24
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総 括

1. 経営者ｖｓ労働者
の価値観・立場の違い・対立

2. 法律，裁判所（判例・裁判例）その他の制度
の立場・姿勢

3. 積み上げ・書面化の重要性

4. 個別具体的問題としての把握，紛争化の経緯

5. 労働組合－合同労組，ユニオン

6. ブラック企業などとの汚名，風評被害

7. 中堅中小企業の在り方

は じ め に
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前田尚一法律事務所のご紹介

当事務所は、企業法務、とりわけ経営者・事業主・使用者の立場での労働問題、労使問題、労働紛争
の予防、解決に注力している札幌の法律事務所です。

皆様の多くは、既に労務問題が現実化している経営者・事業主・使用者の方々あるいはそのアドバイ
ザーである士業の先生であろうと思います。未払い残業請求、パワハラ・セクハラ、解雇をはじめ、人事・

労務に関するトラブルが数多く発生しており、突如として労働基準監督署、労働組合、労働審判への対応
を迫られる等のケースも増加しています。

労務問題は、企業経営そのものに直結する問題であり、経営と統一性を持った抜本的解決を想定して、
一貫した方策によって対応する必要があります。労務問題で何より重要なのは、法律を遵守した経営に
加え、労使間の信頼関係であることは明白です。

弁護士も企業に対し、型どおりのサービスを提供しても存在意義はなく、ここの企業と手と手を取り合う
濃い関係を構築しながら、各企業独自固有の志向に合わせて個別具体的なサービスを提供していく必要
があります。労働問題、労働紛争は、事件ごとに個性や特性があり、労働法の内容や裁判所の判断の

傾向を踏まえ、専門的な見地から具体的な状況を詳細に検討し、落としどころを探っていかなければなり
ません。

当事務所では、経営の観点からの早期解決を至上としながらも、これまで経験してきた紛争解決の最
終場面に直面して始めて知ることができた、紛争に至る経緯、紛争の実態、その解決方法、予防方法を
最大限活用して解決のお手伝いをしてまいります。

理念・信条 （法律は， “法律を知っている者に味方する！！”）
プロフィール （なぜ，弁護士になったか？！）
解決事例（実績・実例） （新聞等マスコミで報道されたなど、一般に公表された案件に限ってご紹介）

前田尚一法律事務所
代表弁護士 前田尚一

http://www.smaedalaw.com/
http://www.smaedalaw.com/aboutus/
http://www.smaedalaw.com/aboutus/results/tokuyou.php

